
5660 久楽
KURAKU世界の旅：セントラルパークでのひと時 026 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

こんな静かなひと時が持てる喜び。⾔葉が悪いが、今、油断できない世の中。 

いろいろなことを多く体験した今、当たり前と思える⽇常や時間が持てることの幸せ。 

私なりの⽬標は、まだまだあるが、どうしてもという気持ちは、今はない。 

ある時から、脱⽪を試みた。その⽬標に、淡々と前進するだけ。ハドソン川、対岸の NJ。 

足元をしっかり、やるだけやって、あとは、ケセラセラ。 
 

 

   

 

   

 

 

何もないように⾒えるセントラルパーク。よく⾒ると、私を育ててくれる、材料や刺激がある。 

⾜元の、その⽬標に挑戦している瞬間が、今では、⼀番楽しい。 

そのためには、⼼⾝健康と時間と、最⼩限の⾐⾷住のサムマネー、そして、気⼒。 

⼩さな⽣活に切り替え。DIY。⼀から、また、いろいろ始めている。 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

セントラルパークの⾃然も素晴らしいが、⽇本の光景は、もっと素晴らしいように思う。 

⼈⼯的なものばかりで、破壊されないように、願いたい。 

今の⼦供達に残る残像は何か。いい思い出は、⼼の財産。時代は変化する。 

いいように変わってほしい。２⽉３⽇に出会った、あるお寺さんの２⽉の⽂句を画像記録。 

感じ⽅は、⼈それぞれだが、夢と現実、いろいろ考えさされる。 

ふと、⼼模様 5624、⼈⽣の先輩が思い浮かんだ。 

 

 

   

 

 

 


